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RL78/G22 用シミュレータ V1.07.00 

リリースノート 

 

この度は，RL78/G22 用シミュレータをご使用いただきまして，誠にありがとうございます。 

この添付資料では，RL78/G22 用シミュレータの対象デバイスとシミュレーション機能，および注意事項

等を記載しております。ご使用の前に，必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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第1章  対象デバイスとシミュレーション機能 

RL78/G22 用シミュレータのサポートするデバイス一覧を以下に示します。 

 

デバイス 型名 

RL78/G22 

16 pins R7F102G4C, R7F102G4E 

20 pins R7F102G6C, R7F102G6E 

24 pins R7F102G7C, R7F102G7E 

25 pins R7F102G8C, R7F102G8E 

30 pins R7F102GAC, R7F102GAE 

32 pins R7F102GBC, R7F102GBE 

36 pins R7F102GCC, R7F102GCE 

40 pins R7F102GEC, R7F102GEE 

44 pins R7F102GFC, R7F102GFE 

48 pins R7F102GGC, R7F102GGE 
 

 

対象デバイスでシミュレータを使用した場合，CPU の命令シミュレーションに加えて次のような機能を使用すること

ができます。 

・マイコンの周辺機能(タイマ，シリアル，SNOOZE モード・シーケンサ等)のシミュレーション 

・入出力パネルウインドウを使用した仮想的なターゲットボードのシミュレーション 

・タイミングチャートウインドウを使用したマイコン端子波形の観測 

なお，「マイコンの消費電流シミュレーション」には対応しておりません。 
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第2章  変更点 

本章では，RL78/G22 用シミュレータ V1.06.00 から V1.07.00 での変更点について説明します。 

 

2.1 機能改善 
 

2.1.1 周辺機能について 

本版で以下の周辺機能のシミュレーションに対応しました。 

・フラッシュ・メモリのセルフ・プログラミング機能，ブート・スワップ機能 
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第3章  注意事項 

本章では，RL78/G22 用シミュレータの注意事項について説明します。 

注意事項は以下の 2 点に分けて説明します。 

・対象デバイスとシミュレータの相違点 ：シミュレータの仕様上，対象デバイスとの動作に差が生まれるもの 

・シミュレーション機能に関する注意事項：シミュレータ GUI ウインドウ等の注意事項 

なお，説明の中の仮想ボードパネルは CS+ for CC で対応しています。 

 

3.1 対象デバイスとシミュレータの相違点 

 

3.1.1 非対応の周辺機能について 

シミュレータでは対象デバイスが持つ以下の周辺機能に非対応です(以下の機能はシミュレータではデ

バッグできません)。 

・レギュレータ 

・パワーオン･リセット回路 

・電圧検出回路 

・オペレーション・ステート・コントロール 

・静電容量センサユニット（CTSU2La） 

・セキュリティ機能 

 

3.1.2 ポート機能を制御するSFRについて 

シミュレータでは，ポート機能を制御する SFR のうち，以下の SFR のシミュレーションを行っていま

せん。 

各レジスタともに，値の書き込み/読み出しは正常に行うことができますが，値を変更しても動作が変わ

りません。 

・ポート入力モード・レジスタ（PIMxx） 

・ポート・デジタル・インプット・ディスエーブル・レジスタ（PDIDISxx） 

・ポート・モード・コントロール T・レジスタ（PMCTxx） 
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3.1.3 クロック発生回路の発振安定時間について 

シミュレータでは，クロック発振回路の発振安定時間をシミュレーションしていません。 

発振安定時間は常に 0 秒となります。また，発振を開始すると OSTC レジスタはカウントアップ動作せ

ずに次の値となります。 

 

OSTS の設定値 OSTC の値 

0x0 : 28/fx 0x80 

0x1 : 29/fx 0xc0 

0x2 : 210/fx 0xe0 

0x3 : 211/fx 0xf0 

0x4 : 213/fx 0xf8 

0x5 : 215/fx 0xfc 

0x6 : 217/fx 0xfe 

0x7 : 218/fx 0xff 

 

この動作を図に示すと，以下のようになります。 

対象デバイスの場合，図にあるような①～④の状態を経て，X1 クロックが発振しますが，シミュレータ

の場合，この①～④が一瞬で終了し，X1 クロックが発振します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

X1 クロック 

発振波形 

 

X1 クロック 

発振波形 

 

①STOPモード解除 or 

 MSTOP ビット=0 

 (OSTC レジスタは 0x00) 

 

②発振開始までの時間 

 (OSTC レジスタは

0x00) 

 

③発振安定時間 

  (OSTC レジスタは 

   カウントアップ) 

 

④OSTC レジスタは 0xff 

 

STOPモード解除 or 

MSTOP ビット=0 

(この瞬間，OSTC レジスタは 

0xffになります。) 

 

[シミュレータの場合(OSTSに 0x07 を設定した場合の例)] 

[対象デバイスの場合(OSTSに 0x07 を設定した場合の例)] 
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このため，発振安定待ちのプログラムに注意が必要です。 

OSTC レジスタが最大値になれば発振安定待ちを抜ける，もしくは OSTC レジスタがある値以上になれ

ば発振安定待ちを抜ける，という条件でプログラムが作成されていれば問題ありませんが，OSTC レジス

タがある値(最大値ではない値)になれば発振安定待ちを抜ける，という条件で作成されていると，無限ルー

プになってしまいます。 

以下に問題とならないプログラム例，および問題となるプログラム例を示します。 

(OSTS に 0x07 を設定した場合の例です。) 

 

 

 

 

 

3.1.4 クロック発振回路のSFR(CMC/OSMC/HIOTRM/MIOTRM/LIOTRM/CSC)

について 

シミュレータでは，クロック発振回路が持つ SFR のうち，以下の SFR のシミュレーションを行ってい

ません。 

各レジスタともに，値の書き込み/読み出しは正常に行うことができますが，値を変更しても動作が変わ

りません。 

・クロック動作モード制御レジスタ(CMC)のビット 0, 1, 2(AMPH, AMPHS0, AMPHS1) 

・サブシステム・クロック供給モード制御レジスタ(OSMC)のビット 0(HIPREC)注 

・高速オンチップ･オシレータ･トリミング･レジスタ(HIOTRM) 

・中速オンチップ･オシレータ･トリミング･レジスタ (MIOTRM) 

・低速オンチップ･オシレータ･トリミング･レジスタ (LIOTRM) 

注：シミュレータでは HIPREC ビットは 0 固定で，STOP 命令を実行すると，STOP モードに移行しま

す。 

 

また，クロック動作モード制御レジスタ(CMC)の EXCLKS, OSCSELS, XTSEL, AMPHS1, AMPHS0 ビッ

ト，クロック動作ステータス制御レジスタ(CSC)の XTSTOP ビットの初期化について，対象デバイスとシ

ミュレータに以下の動作の差が有ります。 

[対象デバイス] 

EXCLKS, OSCSELS, XTSEL, AMPHS1, AMPHS0, XTSTOP ビットはパワーオン・リセットによるリ

セット時のみ初期化され，その他のリセット要因では，値を保持します。 

[シミュレータ] 

パワーオン・リセットによるリセットは非対応であるため，EXCLKS, OSCSELS, XTSEL, AMPHS1, 

AMPHS0, XTSTOP ビットは，リセットにより初期化されることはありません。シミュレータが対応し

ている以下のリセット要因では値を保持します。 

- RESET 端子による外部リセット入力 

- ウォッチドッグ・タイマのプログラム暴走検出による内部リセット 

- デバッガによる CPU リセット 

 

[問題ないプログラム例 1] 

while(OSTC != 0xff) 

{ 

 NOP();/* wait */ 

} 

[問題ないプログラム例 2] 

while(OSTC <= 0xf0) 

{ 

 NOP();/* wait */ 

} 

[問題となるプログラム例] 

while(OSTC != 0xf0) 

{ 

 NOP();/* wait */ 

} 
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3.1.5 タイマ･アレイ･ユニットの動作クロックについて 

タイマ･アレイ･ユニットの動作クロックが 233Hz 以下の場合，タイマ･アレイ･ユニットが正常に動作し

ません(実際に選択した動作クロックよりも高速なクロックで動作しているような挙動になります)。233Hz

以下の動作クロックは指定しないでください。 

 

3.1.6 タイマ･アレイ･ユニットのノイズ･フィルタについて 

対象デバイスのタイマ･アレイ･ユニットでは，タイマ入力端子のノイズ除去を目的として，ノイズ･フィ

ルタの ON/OFF 機能がありますが，シミュレータではこれをシミュレーションしていません。(ON しても

OFF しても動作に差は生まれません。) シミュレータでは，信号にノイズが乗ることが無いため，これを

シミュレーションする意味がありません。 

 

3.1.7 リアルタイム･クロック(RTC)のSFR(RTCC0/RTCC1/SUBCUD)について 

リアルタイム・クロック(RTC)のリアルタイム・クロック・コントロール・レジスタ 0（RTCC0），リア

ルタイム・クロック・コントロール・レジスタ 1（RTCC1），時計誤差補正レジスタ（SUBCUD）につい

て，対象デバイスとシミュレータに以下の動作の差が有ります。 

[対象デバイス] 

パワーオン・リセット回路による内部リセットの発生により，00H になります。 

[シミュレータ] 

パワーオン・リセット回路は非対応であるため，リセットの発生により 00H になることはありません。 

 

3.1.8 クロック出力/ブザー出力回路について 

出力クロックに fMAIN を選択した場合，タイミングチャートウインドウに PCLBUZn 端子のクロック波形

を表示できません。出力クロックに fMAIN/2 以下を選択した場合は，波形表示可能です。 

 

3.1.9 ウォッチドッグ・タイマのインターバル割り込みについて 

ウォッチドッグ・タイマのインターバル割り込みを使用する場合，対象デバイスとシミュレータに以下

の動作の差が有ります。 

[対象デバイス] 

オーバフロー時間の 75%+1/4fIL 到達時にインターバル割り込みが発生します。 

[シミュレータ] 

オーバフロー時間の 75%到達時にインターバル割り込みが発生します。 

 

3.1.10 A/Dコンバータについて 

VDD，AVREFP 端子へ何も電圧を入力していない場合，A/D コンバータの基準電圧は 5.0V になります。

なお，A/D コンバータの基準電圧は，信号データエディタなどで VDD や AVREFP 端子へ電圧を入力する

ことで変更できます。  

また，温度センサ出力電圧は 1.05V になり，変化しません。 
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3.1.11 シリアル･アレイ･ユニットで使用するクロックについて 

シリアル･アレイ･ユニットで使用するクロックが以下のケースの場合，シリアル･アレイ･ユニットが正

常に動作しません(実際に選択した動作クロックよりも高速なクロックで動作しているような挙動になりま

す)。 

それぞれ 233Hz 以下のクロックは指定しないでください。 

 ・動作クロック（fMCK）が 233Hz 以下の場合 

 ・動作クロックの分周による転送クロック（fMCK ÷ (SDRmn[15:9] + 1)）が 233Hz 以下の場合 

 

3.1.12 シリアル･アレイ･ユニットのノイズ･フィルタについて 

対象デバイスのシリアル･アレイ･ユニットでは，入力端子のノイズ除去を目的として，ノイズ･フィルタ

の ON/OFF 機能がありますが，シミュレータではこれをシミュレーションしていません。(ON しても OFF

しても動作に差は生まれません。) シミュレータでは，信号にノイズが乗ることが無いため，これをシ

ミュレーションする意味がありません。 

 

3.1.13 シリアル･アレイ･ユニットのSDRmnレジスタについて 

シリアル動作中にシリアル･データ･レジスタ(SDRmn)を読み出した場合，対象デバイスとシミュレータ

に以下の動作の差が有ります。 

[対象デバイス] 

上位 7 ビットの読み出し値は 0 になります。 

[シミュレータ] 

上位 7 ビットの読み出し値はシリアル動作開始した瞬間の値になります。 

 

3.1.14 シリアル・アレイ・ユニットのSSmレジスタについて 

シリアル通信動作中にシリアル・チャネル開始レジスタ m（SSm）のチャネル n の動作開始トリガ

(SSmn)に 1 を設定した場合，対象デバイスとシミュレータに以下の動作の差が有ります。 

[対象デバイス] 

通信を停止して待機状態になります。 

[シミュレータ] 

通信は停止しません。従って，シリアル・ステータス・レジスタ mn（SSRmn）の TSFmn ビットと

BFFmn ビットは 0 にクリアされません。 

 

3.1.15 シリアル・アレイ・ユニットの入力切り替え制御レジスタ(ISC)について 

入力切り替え制御レジスタ（ISC）の[ISC3,ISC4]ビット（CSI00 のシリアル・クロック入力ソース切り替

え），[ISC6,ISC7]ビット（CSI01 のシリアル・クロック入力ソース切り替え）を，[0,0]（通常動作）以外

の設定にした場合，シリアルウインドウで CSI 通信ができなくなります。このため，シリアルウインドウ

で CSI 通信を使用する場合は，[ISC3,ISC4]ビット，[ISC6,ISC7]ビットを[0,0]にして使用してください。 
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3.1.16 シリアル･インタフェースIICAについて 

IICA では端子波形確認に加えてシリアルウインドウを使用したシリアル通信動作の確認も可能です。た

だし，以下の機能はサポートしていません。 

・デジタル･フィルタ 

・アービトレーション 

・送信エラーの検出 

・通信予約 

 

3.1.17 シリアル･インタフェースIICAのSFR(ICCCTL01)について 

シミュレータでは，シリアル･インタフェース IICA を制御する SFR のうち，以下の SFR のシミュレー

ションを行っていません。 

値の書き込み/読み出しは正常に行うことができますが，値を変更しても動作が変わりません。 

・IICA コントロール・レジスタ 01（IICCTL01）のビット 2（DFC0）注とビット 3（SMC0） 

注：DFC0 ビットは SMC0 ビットが 1 の時のみ，1 にセットすることができます。 

 

3.1.18 データ･トランスファ･コントローラ(DTC)の転送時間について 

データ･トランスファ･コントローラ(DTC)のシミュレーションに関して，対象デバイスとシミュレータで

は転送時間が以下のように異なります。 

[対象デバイス] 

 ・DTC 起動要因を検出してからデータ転送が開始されるまでに応答時間があります。 

 ・拡張特殊機能レジスタ(2nd SFR)をアクセスする場合，ウエイト時間があります。 

 ・CPU が DTC 保留命令を実行すると，DTC はデータ転送を保留されます。 

 ・DTC 転送中，CPU からのデータバスへのアクセスは保留されます。 

[シミュレータ] 

 ・DTC 起動要因を検出するとすぐにデータ転送を開始します。 

 ・拡張特殊機能レジスタ(2nd SFR)をアクセスしても，ウエイトがありません。 

 ・CPU が DTC 保留命令を実行しても，DTC はデータ転送を保留しません。 

 ・DTC 転送中であっても，CPU からのデータバスへのアクセスは保留されません。 

 

3.1.19 データ･トランスファ･コントローラ(DTC)のリピートモードについて 

データ･トランスファ･コントローラ(DTC)のリピートモード選択時，以下のいずれかの条件を満たすと

DTC の起動要因が無視され，データが転送されません。以下の条件では使用しないでください。 

・DTC 転送回数レジスタ j(DTCCTj)に 00H を設定(転送回数：256 回) 

・DTC ブロックサイズレジスタ j(DTBLSj)に 00H を設定(ブロックサイズ：256 バイトまたは 512 バイ

ト) 

・DTC 制御レジスタ j(DTCCRj)で転送データサイズを 16 ビットに設定し，かつ DTC ブロックサイズレ

ジスタ j(DTBLSj)で転送ブロックサイズを 256 バイト以上に設定 
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3.1.20 イベント･リンク･コントローラ(ELC)について 

イベント･リンク･コントローラ(ELC)のイベントリンク先の機能が以下のいずれかに設定されている場

合，シミュレータはイベント受付後すぐにリンク先周辺機能の動作を開始します。(対象デバイスの場合，

イベント受付の数サイクル後にリンク先周辺機能の動作を開始します。) 

[対象となるイベントリンク先の機能] 

・タイマ･アレイ･ユニット 0 チャネル 0 のタイマ入力 

・タイマ･アレイ･ユニット 0 チャネル 1 のタイマ入力 

・AD コンバータ 

 

3.1.21 スタンバイ機能のSFR(WKUPMD)について 

シミュレータでは，スタンバイ機能を制御する SFR のうち，以下の SFR のシミュレーションを行って

いません。 

値の書き込み/読み出しは正常に行うことができますが，値を変更しても動作が変わりません。 

・スタンバイ・モード解除設定レジスタ (WKUPMD)のビット 0（FWKUP） 

 

3.1.22 リセットについて 

リセット信号を発生させる要因の中で，以下の内部リセットはシミュレータでは発生しません。 

・パワーオン・リセット回路（POR）の電源電圧と検出電圧との比較による内部リセット 

・電圧検出回路（LVD0, LVD1）の電源電圧と検出電圧の比較による内部リセット 

・不正命令の実行による内部リセット 

・RAM パリティ・エラーによる内部リセット 

・不正メモリ・アクセスによる内部リセット 

 

また，RESET 端子によるリセットが発生した際，動作に以下の差があります。 

[対象デバイス] 

RESET 端子がロー･レベルになるとリセット状態になります。ハイ･レベルになるとリセット状態が解

除されます。 

[シミュレータ] 

RESET 端子がロー･レベルになってもリセット状態になりません。ハイ･レベルになると，一瞬リセッ

ト状態となり，即座にリセット状態が解除されます。 

 

3.1.23 リセット･コントロール･フラグ･レジスタ(RESF)について 

シミュレータでは，リセット･コントロール･フラグ･レジスタ(RESF)の WDTRF ビットのみサポートして

います。TRAP ビット，RPERF ビット，IAWRF ビット，LVIRF ビットの動作はシミュレーションしてい

ません。これらのビットは初期値のまま変化しません。 

また，対象デバイスのリセット・コントロール・フラグ・レジスタ（RESF）は，RESET 入力によるリ

セット，パワーオン・リセット回路（POR）によるリセットおよび RESF レジスタを 8 ビット・メモリ操

作命令で読み出すことによりクリアされますが，シミュレータでは RESET 入力によるリセット以外ではク

リアされません。 
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3.1.24 安全機能について 

シミュレータは，安全機能のうち以下の機能は非対応です。 

・フラッシュ・メモリ CRC 演算機能（高速 CRC，汎用 CRC） 

・フラッシュ・メモリ・ガード機能 

・RAM パリティ・エラー検出機能 

・RAM ガード機能 

・SFR ガード機能 

・不正メモリ・アクセス検出機能 

・不正メモリ・アクセス検出制御レジスタ（IAWCTL）のガード機能 

 

3.1.25 バッテリバックアップ用電源(VBAT)について 

シミュレータは，バッテリバックアップ用電源(VBAT)のシミュレーションを行っていません。 

 

3.1.26 不正命令の実行について 

不正命令(命令コード：0xFF)を実行した場合，対象デバイスではリセットが発生しますが，シミュレータ

は無限ループになります(不正命令の実行を繰り返します)。 

 

3.1.27 A/Dコンバータの変換起動時間について 

シミュレータでは，変換起動時間はサポートしておらず，0 クロックとみなしてシミュレーションを行い

ます。 

 

3.1.28 フラッシュ・メモリについて 

シミュレータでは，シリアル・プログラミングはサポートしていません。 

 

3.1.29 フラッシュ・メモリのFSASTLレジスタについて 

シミュレータでは，フラッシュ・メモリの書き込みや消去に失敗することはないため，フラッシュ・メ

モリ・シーケンサ・ステータス・レジスタ L（FSASTL）の WRER ビットと ERER ビットは常に 0 です。 

 

3.1.30 フラッシュ制御モードの設定について 

フラッシュ制御モードの設定は，特定シーケンス実行手順に従ってフラッシュ・プロテクト・コマン

ド・レジスタ（PFCMD）とフラッシュ・プログラミング・モード・コントロール・レジスタ（FLPMC）に

書き込む必要があります。 

対象デバイスでは，特定シーケンス実行手順の間にほかのメモリやレジスタへの書き込み動作を行った

場合，特定レジスタへの書き込みは行われず，プロテクション・エラーが発生し，フラッシュ・ステータ

ス・レジスタ（PFS）の FPRERR フラグが 1 にセットされます。 

シミュレータでは，実行手順の間にほかのメモリ領域への書き込みを行った場合，特定レジスタへの書

き込みは行われ，プロテクション・エラーは発生せず， フラッシュ・ステータス・レジスタ(PFS)の

FPRERR フラグは 1 に設定されません。なお，ほかのレジスタへの書き込みを行った場合は対象デバイス

と同じ動作になります。 
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3.1.31 セルフ・プログラミングの非書き換えモードへの移行について 

対象デバイスでは，コード・フラッシュ・プログラミング・モード，またはデータ・フラッシュ・プロ

グラミング・モードから非書き換えモード移行手順を実施し，ウエイト後にプログラミング・モード対象

のフラッシュ・メモリの読み出しが可能になりますが，シミュレータではウエイト無しで読み出しが可能

になります。 

 

3.1.32 フラッシュ・メモリのセキュリティ設定について 

シミュレータでは，「プログラマ・オンチップ・デバッガ接続」と「プログラマ接続 ID 認証」の制御は

サポートしていません。 

 

3.1.33 データ・フラッシュ・メモリのアクセスについて 

対象デバイスでは，データ・フラッシュ・メモリへのアクセスのためにデータ・フラッシュ・コント

ロール・レジスタ（DFLCTL）の DFLEN ビットに 1 を設定する必要がありますが，シミュレータでは，

DFLEN ビットが 0 の場合でも，CPU 命令でデータ・フラッシュ・メモリを読み出すことができます。 

 

  



RL78/G22 用シミュレータ V1.07.00 リリースノート 

R20UT5753JJ0100  Rev.1.00  Page 13 of 16 

Dec.01.25  

 

3.2 シミュレーション機能に関する注意事項 
 

3.2.1 シミュレーション速度に関する注意事項 

RL78/G22 用シミュレータは，動作させる周辺機能によってシミュレーション速度が変化します。 

多くの周辺機能を動作させる場合は実デバイスに比較して数倍から 10 数倍(※)シミュレーション速度が

遅くなりますが，周辺機能を使用しない場合，もしくは使用する周辺機能が少ない場合は，実デバイスに

比較してシミュレーション速度が速くなる場合もあります。 

※シミュレーション速度の測定環境： 

CPU 3.20GHz(クアッドコア)，メモリ 8Gbyte，Windows11 

 

3.2.2 タイミングチャートウインドウの端子波形について 

タイミングチャートウインドウに表示可能な端子波形は，最大では 4096 変化点です。変化点の数が

4096 を超えると古いデータから上書きされます。十分な長さの波形観測が行えない場合，以下のように対

処してください。 

・観測する端子の数を少なくする 

・ブレークポイントを使い，波形観測したい場所でプログラムを停止する 

 

3.2.3 各種ウインドウ上の操作に関する注意事項 

各種ウインドウ(信号データエディタ･ウインドウ，入出力パネル･ウインドウ，シリアル･ウインドウ)で

以下のキー操作が出来ません。 

・Tab キーや方向キー(←，↑，→，↓)による移動 

・DEL キー，BackSpace キーによる削除 

・Ctrl キー+C，V，X，A，Z，キーによるコピー/ペースト等の動作 

このため，以下のように操作してください。 

・移動   ：マウスにより移動させてください。 

・削除   ：右クリックしてコンテキスト･メニューより行なってください。 

・コピー/ペースト等の動作 ：右クリックしてコンテキスト･メニューより行なってください。 
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3.2.4 シミュレータGUIウインドウの「閉じる」に関する注意事項 

シミュレータ GUI ウインドウは，「デバッグ･ツールから切断」，もしくは CS+自体を閉じることに

よってしか閉じることが出来ません。(ｘボタンを押すことが出来ません。) 

また，Windows の Aero 機能を有効にした場合，シミュレータ GUI ウインドウのｘボタンが押せるよう

に見えますが，押してもシミュレータ GUI は閉じません。 

 

3.2.5 特定ダイアログを開いた場合のデバッグ･ツール切断に関する注意事項 

シミュレータ GUI ウインドウで，以下のダイアログのいずれかを開いたまま，デバッグ･ツールから切断

を行なうと，CS+が終了する場合があります。デバッグ･ツールから切断を行なう際は，必ず以下のダイア

ログを閉じた状態で行なってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.6 ホスト･マシンの言語/地域設定に関する注意事項 

日本語版の OS がインストールされているホスト･マシンを使用する場合，言語/地域設定として日本語以

外/日本以外に設定すると，シミュレータ GUI ウインドウのメニュー表示やウインドウ/ダイアログ名が英語

表示になります。同様に日本語版以外の OS がインストールされているホスト･マシンを使用する場合，言

語/地域設定が日本語/日本に設定すると，シミュレータ GUI ウインドウのメニュー表示やウインドウ/ダイ

アログ名が日本語表示になります。 

 

3.2.7 シリアルウインドウに関する注意事項 

シリアルウインドウが受信側でシリアル･アレイ･ユニットの簡易 I2C や IICA との通信動作を行う場合，

データ受信後は ACK 信号のみが生成されます。NACK 信号は生成されません。 

 

3.2.8 シミュレータGUIや仮想ボードパネルの接続端子名に関する注意事項 

周辺 I/O リダイレクション・レジスタ (PIOR) を操作すると，対象デバイスと同様に兼用機能を割り当て

るポートが切り替わります。ただし，シリアルインタフェース関連のポートを切り替えてシリアルウイン

ドウや仮想ボードパネルのシリアル通信コンポーネントを使用する場合は，シリアルウインドウのフォー

マット・ダイアログや仮想ボードパネルのシリアル通信コンポーネントの設定時に切り替え後のポートを

設定してください。これにより PIOR で兼用機能を割り当てるポートを切り替えた時もシリアルウインドウ

や仮想ボードパネルのシリアル通信コンポーネントを使用することが可能になります。 

また，シミュレータ GUI の端子選択ダイアログや仮想ボードパネルの部品の接続先で選択する接続端子

名は切り替え後の端子名を選択してください。 

 
  

・名前を付けて保存 ・メッセージ（エラーなど）
・ファイルを開く ・Parts Button Properties
・新規 ・Analog Button Properties
・色の設定 ・Parts Key Properties 
・フォント ・Parts Level Gauge Properties
・書式設定 ・Parts Led Properties 
・ループ設定 ・Parts Segment LED Properties
・端子選択 ・Parts Matrix Led Properties
・データ検索 ・Parts Buzzer Properties  
・フォーマット(UART) ・プルアップ/プルダウン設定  
・フォーマット(CSI) ・ビットマップの追加
・フォーマット(IIC) ・Object Properties 
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3.2.9 ブート・スワップ機能使用時のデバッグ用イベントに関する注意事項 

フラッシュ・メモリのブート・スワップ機能を使用する場合，スワップ前のブート・クラスタにデバッ

グ用のイベントが設定されていると，イベントのあるアドレスのデータを正しくスワップできません。ま

た，イベントが無効になる可能性があります。 

スワップする前にすべてのイベントを削除し，スワップ後にイベントを再度設定してください。 

 

3.2.10 セルフ・プログラミングの書き換え処理のRAMへのコピー時のデバッグ

用イベントに関する注意事項 

セルフ・プログラミングでコード・フラッシュ領域やエクストラ領域を書き換える場合，書き換え処理

を RAM にコピーする前に RAM アドレスにデバッグ用のイベントが設定されていると，RAM へのコピー後

にイベントが無効になる可能性があります。 
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本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓

口に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属

します。 
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